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パフォーマンスモニターツールセット
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ＰＭＴの役割は大きく２つ

1. 監視（モニタリング）
 グラフを多用し今の状態を直感的に表現
 ブラウザベースのモニター画面
 色やドーナツグラフなどで視覚的に伝える
 CFサーバにー加え、Webサーバー、JVM、DBなども表示

2. アプリケーション性能監視(APM)
 パフォーマンスの分析や把握、低下の検知
 パフォーマンス低下時のアラート通知・アクション
 情報の細分化（ドリルダウン）によるボトルネックを調査分析
 スレッドダンプの取得・分析やガベージコレクションの実行
 パフォーマンスデータを保管し、時系列で表示を切り替え
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従来のサーバーモニター
 計測・計算はCFサーバー側で実行
 「監視」「プロファイル」「メモリ使用量」の測定は
オプションで（ON / OFF）で設定

 パフォーマンスの測定や統計情報はCFサーバーで行わ
れるため、本番環境で使用し続けるには注意が必要
 特に「メモリ使用量」は、パフォーマンスに影響を与える

 計測・計算データを保持できない
 CFサーバーの再起動などで統計情報は初期化される
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CF2018から追加されたＰＭＴ
 CFサーバーから負荷を切り離し、さらにアプリ
ケーション性能管理ツールの機能を実装
 CFサーバーは計測データをPMTに送付
 統計情報や計算・ＵＩなどはPMT側で実行
 計測データはデータストアに保持
 より深い調査と指標が可能に
 デフォルト30日保存。アーカイブも可能
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ＰＭＴのココに注目！！
 ColdFusion 2018 にバージョンアップすれば
誰もが使える
 旧サーバーモニターはEnterprise 版でのみ使用可能

 ブラックボックスだったCFの状態を可視化できる
 旧サーバーモニターよりも表現力を大幅にアップ
 アプリケーション性能管理の機能も新たに搭載

 ColdFusionとPMTとは別サーバーに設置できる
 プロセスを分離しColdFusion側の負荷を抑えられる
 CFとは別のインストーラーで提供

 複数のColdFusionもPMTでまとめて管理
 測定するためのプログラムの改修は要らない
 タグの実行回数やパフォーマンスもPMTで確認可能
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役割①

監視（モニタリング）
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概要（Overview）
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ColdFusionのシステム全体が
今、どのような状況であるかを
モニタリング



(TOP)総合ポータル画面
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 現在のColdFusionな総合的なパフォーマンスをグラフ表示
 詳細グラフや詳細ページに遷移（ドリルダウン）



平均応答時間の詳細グラフ
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 コネクタ, CFサーバ, DB, 外部サービスの積み上げグラフ
 項目にクリックすると、処理の一覧を表示



スループットの詳細グラフ
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表示の切り替えと通知
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 ColdFusion Administratorの「エンタープライズマネージャ
ー」で複数の実行エンジン（インスタンス）を作成
• インスタンスはそれぞれで起動・停止が可能

 複数のインスタンスを一つに
まとめてクラスタ化も可能

クラスタ（Enterprise版の機能）とは

11



 個々のColdFusionサーバー（インスタンス）を指す
• クラスタに登録されていないColdFusionサーバー（インスタン
ス）がノードに一覧で表示される

ノードとは
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←ホスト名：cfwindowsのCFサーバー

←ホスト名：MURAOKA-PCのCFサーバー

←ホスト名：cflinux.samuraiz.co.jpの
CFサーバー

←ホスト名：WIN-6HK3UAQ25AUの
CFサーバー



トポロジ
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Webサーバー、DBなどの接続形態を
図式化してモニタリング



トポロジの画面
 Webサーバー(Front側)、ColdFusionサーバー、データ
ソースと外部サービス(Back側)を図式化
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 色で状態を表す
緑：70以上 正常
黄：30～70 注意が必要
赤：30未満 クリティカル

 i を押すと状態スコアの詳細を確認可能

• 状態スコアは4つの項目と
それぞれの重み付けのもと計算

ART: 直近5分間の性能測定と
ベースライン(5秒:既定)
の性能測定とを元に計算

状態スコアとＡＲＴについて
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（クラスタ環境）トポロジの画面
 クラスタ化されたCFインスタンスや、複数のWebサイト
からCFサーバへの接続もまとめてモニタリング
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コネクタ
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WebサーバーとColdFusionサーバーとを
連携するコネクタの状態をモニタリング



コネクタ（サイト）をモニタリング
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ビジー接続数の詳細グラフ
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平均応答時間の詳細グラフ

20



（クラスタ環境のみ）
CFインスタンスとの負荷の詳細グラフ
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サイト負荷の割合の詳細グラフ
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CF サーバー
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ColdFusion、サーバー、JVM、アプリ
ケーションの状態をモニタリング



CFサーバーの状態をモニタリング
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 平均応答時間・スループット・エラーの割合/数… 続



25

バージョン情報や遅いリクエスト一覧のモニタリング



[CFサーバー]-[CFの指標] 画面
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 アップデートファイルサイズ、リクエスト待ちキューの平
均数、キャッシュサイズ、CFThread …続



27

データソースごとのオープンしている接続数、セッション数
のカウントをモニタリング



[CFサーバー]-[システム] 画面
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 CPU使用率、メモリ使用量、ネットワークとディスクＩ/Ｏ
など、サーバーの状態をモニタリング



[CFサーバー]-[ＪＶＭ] 画面
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 ヒープ/非ヒープサイズ、領域(Eden/Survivor/OldGen)、
ＧＣ回数・実行時間やJVM CPU利用率との比較、スレッド
の情報など Javaの状態をモニタリング



[CFサーバー]-[キャッシュ] 画面
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 テンプレートやクエリキャッシュ、<cfcache>やCache系
関数により生成されたキャッシュの一覧をモニタリング



[アプリケーション] 画面（ノード）
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 アプリケーション名<cfapplication name="名前"> または
This.name="名前" 単位のパフォーマンスをモニタリング



(クラスタ) 
[CFサーバー] 概要画面
 クラスタ全体の平均応答時間・スループット・エラー数・
遅い処理・CFインスタンスの一覧とエラー割合をグラフ化
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(クラスタ) 
[CFサーバー]-[アプリケーション] 画面
 クラスタ全体のアプリケーション単位のパフォーマンスを
モニタリング
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(クラスタ)
[CFサーバー]-[インスタンス]画面
 クラスタ内のColdFusionインスタンス単位で、平均応答時
間やスループット、CPU使用率、メモリ等をモニタリング
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データソース
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データベースへの処理の状況を
モニタリング



データベース処理のモニタリング
 データソースの平均クエリ時間や秒間のクエリ数… 続
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低速なクエリの一覧や、ＳＱＬの分布など、データベース処
理に関する情報をグラフ化



平均クエリ時間の詳細グラフ
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スループットの詳細グラフ
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データソースの詳細画面
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外部サービス
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<cfhttp>, <cffile>などColdFusionから
外部に処理を行うモニタリング



外部処理を行うCFタグをモニタリング
 CFHTTP, CFFTP, CFFEED, CFLDAP, CFMAIL, … などの平均実行
時間や低速なサービス、呼び出し割合をモニタリング
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[例] CFHTTP詳細グラフ
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受信サービス
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ColdFusionで公開している
REST, SOAP などのWebサービスを
モニタリング



Restのサービス受信の例
 平均応答時間や低速な処理、ステータスコードやメソッド
の割合などをモニタリング（他にSOAP, RPC）
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平均応答時間の詳細グラフ
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役割②

アプリケーション性能監視(APM)
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パフォーマンスを分析し状態を把握
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ここで応答時間が伸
びているのはナゼ？
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データベースの処理に時間が掛かっている？
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データベースの処理は8秒だけど、サーバー処理で
30秒以上も掛かっている

別の項目でもさらに原因を調査



別の視点からも性能を調査
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基本情報

呼び出し回数と処理時間

このクエリを呼び出しているページ



コードプロファイラー
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ColdFusionのすべてのトランザクション
を監視し、応答時間や呼び出し回数など
詳細情報を取得する

さらなるCFサーバーの状態を調査①



コードプロファイラとは
 指定された条件のもとリクエストの詳細な処理を監視し、
変数やフロー、応答時間、メモリサイズなどを測定
※プロファイリングの [開始 / 終了] はこの画面より行う
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条件の指定
 一般的に条件が緩いほど
＆測定項目が多いほどCF
サーバーに負荷が掛かる
 メモリを測定する/しない

 サーバー全体の処理を計測

 ←選択したアプリケーション
のみを計測

←指定したURLのみを
計測
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プロファイルの結果を表示
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URLの一覧で測定済みの情報が表示

さらに選択したURLの処理の詳細を確認



スレッドダンプ
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さらなるCFサーバーの状態を調査②



CFサーバーの詳細の情報を取得
 [CFサーバー]画面に「スレッドダンプ」「ヒープダンプ」を
取得が可能

 ヒープダンプはスレッドダンプに比べてファイルサイズが格段に大き
くCFサーバー側にファイルが出力されるため、ディスク不足等を招
かないように注意

59



スレッドダンプの結果～概要～
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スレッドダンプの結果～詳細～
 グラフの項目を選択すると、項目ごとのスレッドダンプの
詳細を確認可能
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スレッドダンプ履歴のダウンロード
 スレッドダンプの履歴は[CFサーバー]の概要画面からダウン
ロードが可能
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ガベージコレクション/
ページ処理の中断
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パフォーマンス低下時の対応



ガベージコレクションの実行
 [CFサーバー]の各画面に表示されている【GC】ボタンを押
すことで、強制的にGCを実効
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GCを実効して
ヒープサイズの
動きからメモリ
の状態を予測



.cfmページ処理を強制中断
 [CFサーバー]の「アクティブな監視」画面では処理に時間が
掛かっているURLの一覧が表示。詳細確認とキルが可能
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設定
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アラート・状態スコアの設定など、安定運
用に向けての設定が可能

※監視するCFサーバーの設定やＰＭＴの
詳細設定などもここで行う

パフォーマンスの低下に備えて



アラート機能の設定（例）
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アラート対象：
JVM
リクエスト
コネクタ
CPUなど

日次バッチなどを
実行している環境
でのキルは注意



コネクタの自動調整（IISのみ）

 大量のトラフィックに対
して自動でプールサイズ
が増加する
←プールサイズの90％がビ
ジーになるとプールサイズ
が20％増加

 自動チューニング中は、
プールサイズが自動的に
増加しIISの再起動は必要
ない
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パフォーマンス低下時に備えて③
状態スコアやベースラインの変更
 サーバー、または特定のアプリケーションによって
設定を変更することが可能
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最後に…

 測定が行えないタグ・関数があることに注意
 <cfif>系、<cftry>系、<cfset>タグは測定できない
 ビルトイン関数は現状一部のみの計測に限られる
https://helpx.adobe.com/jp/coldfusion/performance-
monitoring-toolset/code-profiler-coldfusion-
performance-monitoring-toolset.html

 一部で結果が表示されない項目がある
 DBのCFトランザクション
 URL詳細画面のコードフロー
 スレッドダンプの履歴
 後からダウンロードができない模様
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 データを蓄積し続けるので、PMTとCFとは別の
サーバーがお勧め
 PMT側：データストアのポート、CF側：登録時に管理
画面へのポートが開いているかをチェック

 Standard版では制限がある項目も
 リクエストキューなどはEnterpriseのみの機能

 処理の強制中断は実行するタイミングによって
はすぐに中断しない
 基本的にはCF側で処理が行なわれている時に中断
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